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もっと「みとしん」を知っていただくために



　皆さまにおかれましては、ますますご清栄のことと
お慶び申し上げます。平素は水戸信用金庫に格別の
ご愛顧を賜り衷心より厚く御礼申し上げます。
　本年もディスクロージャー誌「水戸信用金庫レポー
ト2016」を作成いたしましたので、ぜひご高覧頂き、
みとしんに対するご理解を深めて頂ければ幸いに存
じます。

　平成27年度の日本経済は、アメリカ経済の回復、
円安・原油安の影響を受けて、大都市圏や大企業
を中心に企業収益が改善しました。しかしながら、
その影響は地方圏や中小企業までは浸透しておら
ず、四半期ごとの実質GDPは一進一退で推移してお
ります。
　また金融市場においては、新興国、資源国の経済
減速、原油安の影響を受けて、日本銀行が平成28
年1月に「マイナス金利付き量的・質的金融緩和」の
導入を決定しました。その結果、長期金利の指標で
ある10年国債(新発)がマイナス金利となるなど、不安
定な局面を迎えております。
　みとしんの主要なお取引先である中小企業におい
ても、全体として景気回復の実感を得るには至ってお
らず、経済情勢を見極める動きが続いております。
　このような中、みとしんにおいては、中期経営計画
の2年目にあたる平成27年度も、目指すべき金庫像
として「お客さまと共に考え、共に行動し、共に成長
することにより、お客さまと喜びを分かち合い、お客
さまから揺るぎない信頼と支持を得る。」ことを掲
げ、お客さまとの面談機会を増やすことで、お客さま

との結びつきを一層強固なものとしてまいりました。
また、お客さまの夢の実現、直面する課題の解決に
向けて、商品の拡充やビジネスマッチング、補助金申
請のサポート等の質の高い金融サービスの提供に全
力で取り組むとともに、これらを提供する職員の人材
育成に努めてまいりました。
　その結果、おかげさまをもちまして、業績は堅調に
推移し、経常利益14億円、当期純利益10億円を計
上することができました。

　みとしんはこれからも、もっとも身近な金融機関と
して、地域の皆さまとの絆を深め、お客さま一人ひと
りの夢の実現と地域経済の発展に努めてまいります
ので、今後とも更なるご厚情を賜りますようお願い申
し上げます。

平成28年7月

理事長
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みとしんの概要（平成28年3月31日現在）

1945年（昭和20年）1月6日
茨城県水戸市城南2丁目2番21号　　029-222-3311（大代表）
1兆1,484億円
       109億円
       1,105名

4,568億円
 99,156名
     68店舗
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私たちは、
もっとも身近な金融機関として、
質の高い金融サービスをお届けし、
お客さま一人ひとりの夢の実現と
地域経済の発展に貢献します。

経営理念

お客さまの繁栄のため、健全な経営を通して
資金の安定供給をはかるとともに、
先進のサービスと情報を提供します。

経営方針

1

たしかな能力とゆたかな人間性を
かね具えた創造的な人材を育成し、
地域社会に奉仕します。

2

明るく伸びのびとした
生きがいのある職場をつくり、
職員のしあわせと夢を大きく育てます。

3

行動基準

誇りと情熱をもって積極的に行動します。1
お客さまとの交流を通して
自分自身を高めます。2
能力と感性をみがき、
たえず新しいことに挑戦します。3


